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結集 し,大還助 へ !
.物 性 研 事 務 局
第2号事務局 ニュースで報告 したように,事務局 から各支部に対 して行 なっ
た調査に よれば,45年度 ijC就職 希望者の うちわずか57多が就職 できたに
す ぎない｡ 44年度には 49多であったのに くらべても.ここ一年で急速 に悪
化 したことがわかる｡そ して これはDCだけの問題 でな く,助手から教授 ,助
数段 への就取が凶鐘 になってきている等.端的 にいえば物性物理の研究者 とし
て蕃成 され てきた着手の大部分がいまや用 度しとい う訳だO
この間のアンケー ト,物理学会での岩手春の総会を通 じて, ｢就職問題｣が
い まや深刻 な問題 であって何 とかしなければ ならないと多 くの岩手会員が考 え
ていもことがわかったO.しかしながらこれは単に研究所 ･講座を増設するため
の お金 を政府が出せば良い と簡単に割 9切れる問題 ではないであろ う｡ なぜな
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らば , 氏々若手研究者の研究条件 ;身分保障が脅かされているからとい う表面
的理由の鯨に ,現在の延長線 としての物性物理の研究.が,学問又は入間庭 とっ
て真に必要な ものであるとい う確固たる信念を自らが持 っているかどうかを真
剣 に問 うてみなければならないからである｡ 現に,て メt)カにおけるように
(これは不況の ゆえ ?もあろ うが),物性物理の研究者が次第 に他の分野 に流
れて行 きつつある現状の分析 を踏 まえつつ ,細分化 した専門分野 にとど慧るこ
ともた く,これからの物性物理 (いな,む しろ,未知の基本的問題 を廃 って行
こ うとする態度 とい うべきかも知れないが)をどう進め ,また どの ような新 ら
たな展望を切b開 いて行 くのかとい う若手の捨趣的 エネルギーの基距の上に ,
就戟問題 を位置ずけることが ,重冥な出発点の 1つになるであろ う｡
同時 にまた ｢就職問題｣の一段的性格 も理解 しなければならない｡詳 しくは
資料を見てほ しいが ,政府の基挺科学慶祝 ,ビッグ ･サイエンス重点投資政策 ,
70年中審答申に見 られ るような ｢地方大学｣の非研究焼開化がその根源にな
ってい ることは明 らかである.44,45,48年度の国家公務員第 1次定員
削好 (5多)もそれに拍 車をかけているであろ うb実際全分野にわたD程度の
差 こそあれ ｢就戟問題｣が間超 になっていることがわかったO
事務局 としては ,1.若手の多数 を巻 きこみ遅劫 を拡げる｡ 2. ｢就戟問題｣
を社会問題 として世論に訴 えることを方針 に し′て,若手グループの要求項目
(寡 )をつ くった｡
要 求 頁_日 私案 》
1. 各大学大学院 にP.D.Fをつ くろ う0
2.学術振興 会奨励金 を増 やせ｡
5.国家公務員第 2次定員削勝反対 ｡研究者の定員をふやせ0
4.各大学 ,研究所は完全公募せ よ｡
1はf'ostdoctor,ialfeHowship の略 で ,数量予算 (学部予算 )の数
多をさいて ドクター修了後就職 できない院 生の身分保障のために支出するもの
で名 ,阪 ,京大で既に行 なわれて いる｡ 2は現在全分野 (文科系 も含む )を合
わせて 125名 しかないの 葱応募者の程度 (70~0名 )近 _(まで拡げてほ し.い
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とい うもの で1,2は当面の対宋0,5は今後行なわれ ようとする7蕗の もの で,
万一これが行なわれれば教育 ･研究の鰻緒が低下するとともに,DCからの助
手への就験が極めてむずか しくなるだろ うとい うもの｡
各支部において若草会員は院生自治会等に働 きかけて,要求項目(莱 ).と共




事務局 としては各支部で討論が進むと共に対文部省に他の若手組織 と賂力 し
て , ｢直訴状｣を手渡 したい･と考 えている｡
各支部からの事務局 -ユースへの投稿を歓迎するo
< 春 の 総 会 報 告 >
物理学会春の分･科会の閑新中,4月7日, 駒場同窓会館に於て春の総会が開
催 された｡事務局の メンバ一年草めて出席者は 1Q数名 で,総会に対する-般
会員の関心が相変 らず曝.いこと寧事務局側 として､は憂 うものであるo しかしな
が ら,今回は就戟問題 とい う当面の身近な重安問題 をとb上げたことによD,
少 人数 ながら議論は比較的活発 なものになった｡ 討論は,先ず2号で掲戟 した
ア ンケー ト調査の祝宴を事務局長が説明 し,続いて,出席者から各自の大学で
の実情について報告が為され,そ して,そのあと一般討論に入った｡
以 下,その要旨を報告す る｡
(1) 各大学の現状 (出席者 よ9)
物性研A
東大理学部 では理論 で9名が博士号を取得 したが,その うち5名が就職決定 ,
残 94名の うち2名は学振 とNHKからそれぞれ奨学金を受けているが,いず
れにせ よ就職未定者はアルバ イト等 でやbくbLなければ ならなVl情況.にある｡
実 情は所属や研究内容 などに よ少異 るが(たとえば核実験 では放散者ゼロ)I
全段 に深刻化 しつつある｡ 全体でみると40数名の障士取得者の うち放歌が決








早大では私学 とい う性格上 ,国立大学 と事情は異るが,博士取得者8名の う
ち4名が就戟決定 ,或る4名は未定 であるO 核 ,宇宙線園係に未定者が多い.
阪大 C
阪大物理 では修士の惨了者が22名 ,その うち進学者は 18名 ,就職者は 6
名 で未定者はゼロ｡ 博士はD5,"D4"を合わせて29名 ,うち10名は就
職決定 ,残 Dは未蓮 である｡未定者の うち学振の奨学生が 1-2名,育英会奨
学生が5-6名 ,竜削り奨学生が若干名居 る. 未定者の生活箆棒袈求の声が起 b
つつある｡
京大E
去年の秋に一度 アンケート調査 を行った. 物性理論 では5名が就験 し,(企
栄 2人,一私大5)4名が未定 であ9,物性実験では殆 んど就敬未定 である｡
P.D.F.は第2教室の予算の 5ラあ以内で実施 されている｡ 期間は約 1年間
で,現在 ,数名が受けているo㍗.D.F.制度を理学部全体に拡大すること




就戦錐が生 じた原因に関 しては2号で充分険討されていると思 うので,ここ
では当 日の討論にあげられた運動方針に関 して要約 したい｡
早大B
当面の賓求 としては,未就城者の生埠保障のための奨学金制定の充実が第-
であるか,選考基準 を明確化 して公平さを計るようにせねばならない｡ また,
その ような要求と同時に就戦口の冶対量を増やす よう要求する必要がある｡ ま





京大物理第一 ,第二教室では公募 している.従って,任用に際 しては本学出























就 麟 問題 の討 論 資 料
一成戟問題の原因 と解決への展望 一
就戟間組 智考 えるにあたっては,その原観を研究者全休が認致 し,日本の科
学技術の あ9方の中に.その解決策 を見出 していかなければ ならないだろ う｡
これは討論の資料 として作成 したものであるが,ま養充分 に資料がそろって
い ない勧分や分析 が不充分 なところがあるので,各会員が続鹿的に,意見なら





イ 大学院の増設 (講座 ,定員増 )










- 学位未修得者の増加 ,留学が触発 になってきた｡






















ロ 研究組織 -学会-学術会議-政府への働 きかけ




















響 5°4 .42 44 大学数
国 立 55ー .58 75
公 立 19 17 59
･私 .立 90 7QO蔓265
? ?
大学院 の数は S -5 4年藍 からS-44年藍まで10年間 で2倍以上に増 え,
院 生数 はその 1 0 年間 で 5倍弱の伸びである｡DCを とってみて も2倍弱の伸
び であ る｡

















昭 26 5 1 56 41












































































































(特に教授 ,助教授 ,講師は不変 )
年度･(万人) 5.5 56 57 58 59 40 41 42 45 44
i研究者の総数 8.2 8B 9.l l-0占 115 11二8 129 159.15.75 157.
研究者の増員の peakは40-45年当 Dにあ9,その後は下火 とみなせ る0
年間の研究者の増員 は約 1万人- 1.5万^とみなせ る0
年間の院 生の終了者は約 1.6万人であるから約5千-千人虻は研究俄からあ
ぶれることになるo
c) 学術会議の将来計画に基づ く研究所設立等に関する報告 (55年以 後 )
年度 勧 告 .内 容 処理状況 年度 ･勧 告 ..内 容 処理状況
56i 〟 ^文 .社会科学の振興に ○△ 58〟9 学術研究用大盤高速計算 ○(j~
つレ1て 鰻の設直 と共同利用捧制
塵地研究所の設立 について
〟57〟 ･アジア .アフ リカ富語文 ○△0. 地産予知研究の経進に-つ
化 研究 センターの設立 レ1.て
宇宙空間科学研究の振興 霊 長琴研究所




関西研究用原子炉を中心 分 子科学 所
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40 情報科学に関する研究機関 △ 42人体基経生理学研二軍所 × i葦享+ l
41〟 生物研究所,生物科学研究 .×-x 45〟〟 放射極影 響研究の推進につ
交流 センタ ー レ1て
古 生物研究所 農薬の危賢 ,韓笹残車重蛙
42p国語国文学研究資料センター p × yC関 す る研究の襲化を図る
〟 地球大気開発計画の実施yC ○× ことについて
つ レ1て 高等生物 セ/クー,_.実験助
結晶学研究所 物 センター
〟 原 子力科学研究について ○ 基経有転化学研発所
〟 倣 生物株 センター × 〟 生物物理基経研究所
〟 総合地誌研究所 ×- 〟 板造工学総合研究所 ×
〟 基匪育種学研究所 × 〟 基醸科学研究の経進 と研究 ･ it_×
〟 共同研究所のあ9万につい × 終制の確立 につりで
て 大所計算億の設置~について
人間行勤研究所 〟 l研究所等の設立 後ちびに所 ×〟 自然災害科学研究の拡充強 × iー 琴体制の確立の魔道につ高 Ii









進学年度 進学者 大学 国会研 良問 .外国 研究生 教師 在学 その他
'65 85 56 1ロ 5 1 7._. 0 0 ･._,4,1
65 106 76 5 0 12 8 0 1 4
67 150 4.0i 10 4I 1 8 18…十■ 44 1
博士課程進学者の鹿戟状況ぐ70年11月現在 )
学年 45年4月の 在 籍 者 4~8年5月.の 在 ~籍 者 大学国会所企業研 外国 企栄 研究以外その他留学
M5 12 10 ( 1 1
b 1 122 1211 1 1 1 2~ 1′ 1 5 5
D2 125 12Q 5 4
D5 05 88 18 耳～一′ 4. 2




71年度は応募者 700名に対 して,援用者 125名 (18酵)でめb,
68年度 よb増員 され ていない.-定員が少ない上に廃用者がかたよってh
るo















'62 -64 J" '68 '70 171(年度)
科 学技術会議 ･65年度 に お




'58 Id0 ?占2 '64 }占6 ■68 '71
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占0 70 80 90
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'80 'る2 '84 事66 )68 '70
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蒜 5E 3Id め 5b 5
(注)1. 各年度とも当初予算









＼ 年度M叫 ニ ゝ 50. 59 44
国公立 1.1.0 122
私 立 565. 59.5
敦負の数 (.助手を除 く)
＼ 年度＼＼ 5ー0. 59 i 44
国公立. 21.,518 25β82
私 立 15p,915 24β_21





健 65-大学 ■51,2.5-5 57.7 _480
.計 54.1.78. -10払.0-JIJ
61年 旧 7帝大 ー 50,ll.9 ■4.5†4 _ 4,5て_05
うち東大 8,179 再二一8- 8.i1.8O■
他 65大学i 59,2-94 i.岳=L:6-. 6:05∴.
･軒 69,414 ･ 1 0ロ .0.
る~写年 隻旧 7帝大 57,J916 45.7° 5.耳17
うち東大 10;402 主乞o 1 0耳05二.I
他 65大学 ･48;767 5.6i5 750l'I.
計 88684 1000､
65年 旧7帝大 46,516 44.-1 6-,55■9
うち東大 12,122 ll.5 12,122
他 65大学 59,075 55.9 909
国立大学の格差 (1964年)
国有財産 付属研究所
･職 員 数(多) !土地 多 建 物a/D旦廠 B* C級
東大 .京大 14,156( 鳥 .8) 2~5.7. 15.5 ll 7 5
旧 5 帝大 20,270( 25.9) 62.5 19,5 7 ll 4
旧11官立大 17,908( 2日 ) 1.1 p21.5 4 5 占
他 54大学 5.2.451( 58.5) 10.台ー 4-5:5 0 1 0
(『経済評論』1966年1月)
全 匡i旧7帝大 残る他大学
助 手 14,061 7,524 6,757









(東 大) I,1. 865 9-1518.71,846 542 1･5βや7･5595 9,440
(京 大) 1 由716591281,099 25245,474 5,998
(九 大) 1 ~470 48? 72 891 1i9162如b :4776
(阪 ,大) ,l: 495 455-104 955 ･2β10毎57 I.4567







学術会議の将釆計画に よるだけでも,16余 事の研究所 ,研究 センターの
設立が必要｡




由 哀 学 良 ･1964 1966 1988
亘本 ■ 4ー? 7.6..I ?._1DC 5.5 45′ ･45
申 9.2 11∴9 15.6
栄 MG A.5-8.6 75.⊥2 9.4.5DC A ■101 lps1
計 87.2. 85.5 107.8
英 MC - 7.4 -D 0.
吉† ′9,1. 1孔4 -
仏 DC 10.5. う1:8-i




栄 15.0 15,4 ('66)
英 8.1 .-7.9p.('占7)
仏 21.8 22.6 ('67)
西独 27..5 28.5 ('68)





理科.文科系の DC取得者の割合は諸外国と比 してさらyC小さ くなる｡






国立大で旧帝大 と他大学の助手の比率を同 じくするためには約 1.5万人の
助手が必宴｡
さらに私大の助手を国立大並にするには,約6万^増員 しなければ覆らぬO
結局大学関係だけでも10万人以上 (少な く見積っ七6万人 )の研究者が
必要である｡
荘-2 研 究 陣





支 .部 D5I)4 革 繊 'lt-3巨 就 _戟 梼 考
√当由 ■立研究所 :栄 その ′鷲-I_.#真申壁未定_奨励金
就 戟率 57啓
-802-
